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1.1 日立の原点

「 優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する 」

企業理念

1910年、久原鉱山の機械修理工場として、茨城県日立市にて創業
（創業者：小平浪平（当時36歳））

創業者 小平浪平

和 ・ 誠 ・ 開拓者精神

日立創業の精神
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Society 5.0

汎用大型計算機運行管理システム ストレージ

1910

OT Products・EPC・O&M

2010

IoT Digital Solution

1960

IT System Integration

1.2 日立の歴史

OT: Operational Technology, 産業機器やプラント、社会インフラ設備などの実際の運用に関わるノウハウや技術、IEP: Intercity Express Programme

重要インフラを支え、よりよい社会の実現へ貢献

5馬力モータ 電気冷蔵庫 47万kW原子炉 陽子線がん治療装置 IEP高速車両

人流ソリューション
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1.3 日立グループの概要

デジタル人財
(2023年3月31日時点)

合計 83,000

日本以外 41,000

日本 42,000

21％

21％

26％

17％

11％

デジタルシステム
＆サービス

グリーンエナジ＆
モビリティコネクティブ

インダストリーズ

日立Astemo*3

日立建機
・日立金属*2

その他

108,811億円

セグメント別構成比地域別

地域別従業員数 内訳
(2023年3月31日時点)

欧州

日本北米

ASEAN
・インド他

中国

その他

19％

欧州

北米

中国

その他

ASEAN
・インド他

322,525人

日本

* 1  年度(FY)は4月1日から翌年3月31日を指します。
* 2日立建機、日立金属(現 株式会社プロテリアル)は2022年度に非連結化されました。

売上収益 (2022年度 *1) 内訳

日立グループは、IT x OT (Operational Technology) x プロダクトを活用する社会イノベーション事業を通じて、世界中の約32万人の従業員が、
社会とお客さまの課題解決に取り組んでいます。幅広い事業領域において、データとテクノロジーでサステナブルな社会を実現します。

拠点(グローバル) 拠点(日本国内)

110年以上にわたる
OTの実績

60年以上にわたる
ITの実績

110年以上にわたる
プロダクトの実績

日立製作所

日立ヴァンタラ
[カリフォルニア]

グローバルロジック
[カリフォルニア]

日立レール
[ロンドン]

日立エナジー
[チューリッヒ]

JRオートメーション
[ミシガン]

笠戸事業所
(鉄道車両)

大みか事業所
(情報制御システム)

「協創の森」
(研究開発)

* 3日立Astemoは2024年3月期第3四半期中に非連結化される予定です。

(人)

4％14％

38％

17％

12％

12％

7％
13％

41％

7％

13％

5％

108,811億円
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Lumada事業の成長と高収益化により、日立グループの収益性向上をけん引

1.4 DSSセクターのデジタル戦略

One Hitachi

*コア事業：基幹システムの開発、運用サービスやプロダクト事業等（Lumada事業に含まれない事業）

お客さまのビジネスに、デジタル技術で新しい価値を提供する。

持続的な成長をもたらす。その価値提供手段がLumada。

Accelerate your digital innovation.

2024中期経営計画における

デジタル戦略

Digital Centric 生成AI

DSSセクターLumada事業
日立グループ Lumada事業

DSSセクター コア事業*

FY2024：2.65兆円（16%）

FY2022：1.96兆円（14%）

（）Adj.EBITA率

FY2024：1.20兆円

FY2022：0.86兆円

（ユースケース数：1,300超、ソリューション数：200超）
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1.5 Lumada事業の成長

金融､公共､電力､交通､通信など

デジタル（データ・テクノロジー）

DSSセクター

Digital Centric

「Digital Centric」と「One Hitachi」の両輪で幅広いお客さまに価値を提供

デジタルの価値提供で

社会システムを変革する

One Hitachi One Hitachi

パワーグリッド､原子力､鉄道など

グリーン ✕ デジタルの

価値提供で

社会インフラを変革する

GEMセクター

ファクトリー､テック､ビル､ホームなど

CIセクター

コネクティブ ✕ デジタルの

価値提供で

産業システムを変革する

© Hitachi, Ltd. 2024. All rights reserved. 6
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2.1.1 めざす姿

デジタルテクノロジーを駆使した社会課題の解決とSociety5.0の実現

社会課題の例

2050 年

・生産年齢人口：5,275万人 

（2021年から29.2%減）

・高齢化率：37.7% 

 （2021年から8.8%増）

2040 年

・建設後50年以上経過する施設増加 

国土交通省「建設後50年以上経過する社会資本の割合」

・国内労働供給1100万人不足

リクルートワークス研究所「2040年予測」

内閣府（2022）「令和4年版高齢社会白書」

© Hitachi, Ltd. 2024. All rights reserved. 8
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2.1.2 日立グループにおける生成AI活用の考え方

AI研究とOT、プロダクト開発の長い歴史を通じて培った知見・技術・人財を強みに

AI国際コンペティション

自然言語処理/大規模言語モデル領域で
5年連続上位入賞

日立のAI関連研究の歩み

⚫ 知的労働生産性の向上から生成AIの活用推進

⚫ AI活用における倫理・ガイドライン整備も平行して推進

9
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2.1.3 倫理の源流

日立創立の黎明期から受け継ぐ人間中心の視点

製錬所大煙突による公害対策 (1915年) 倫理審査委員会の設立 (2000年)
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日立鉱山製錬所大煙突

1910年:日立鉱山初代工作課長小平浪平により、

電気機械工作工場設立

(日立製作所の創立）

1915年:困難を乗り越え鉄筋コンクリート

大煙突完成(当時高さ世界第1位)

周囲10kmに観測所を設け、

気象状況により排煙を制御

1972年:亜硫酸ガスを全量硫酸として回収し

完全無公害化達成

今も残る基底部分

• 医療機器企業としては初めて「倫理審査委員会」設立

• 過半数の外部有識者から構成され、年2回以上開催

• 現在は行政の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」

および「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」をもとに

作成した「倫理指針」にて運用

日立グループ倫理審査体制

10
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2.1.4 AI倫理の取り組み

OTに取り組む日立ならではのAI倫理原則を策定、ホワイトペーパーを社外に公開 (2021年)

説明可能AI
AI プロダクト
品質保証

トラスト
プライバシ保護

分散学習

AI倫理を支える技術群

社内での適用拡大・教育推進

AI倫理の教育と議論の推進

製品事業従事者を

含め、100名以上が

参加して議論

AI倫理の実践：

グローバル各極を含む研究開発グループ内で広く実施中

項目 実施事項

導入教育 新入社員への集合教育での座学

定着 職場討論による危険予知トレーニング

スクリーニング チェックリストによる研究テーマごとのリスク洗い出し

討議 特定の研究テーマに関してリスク・対応策の討議

行動基準 実践項目

1.
安全
重視 2.

プライバシー
保護

3.
公平性
実現

4.
適正開発・

利活用

5.
透明性・
説明責任

重視

6.
セキュリティ

重視

7.
法令遵守

1. 持続可能社会実現のために、
AIの開発、利活用を計画します

「計画」フェーズ

2. 人間中心の視点で、AIを社会
実装します

「社会実装」フェーズ

3. 提供価値が長期間にわたり持続
するよう、AIを維持管理します

「維持管理」フェーズ

11
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2.1.5 プライバシー保護の取り組み

⚫ 2013年5月にデータサイエンティストチーム＋社内有識者中心にプライバシー保護の枠組みの運用を開始

⚫ 2014年7月には「プライバシー保護諮問委員会」を設置。

9年間にわたり約1,500件のデータ利活用プロジェクトに対して、プライバシーリスクの影響評価やリスク低減施策を実施

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2013/05/0531.html

12

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2013/05/0531.html


© Hitachi, Ltd. 2024. All rights reserved.

2.2.1 書籍のご紹介

基礎知識編

第1章 生成AIとは？

第2章 生成AI活用に必要なこと

第3章 生成AIプロジェクトの進め方

2024年3月発行 

Generative AIセンター監修

ユースケース編

第4章 社内での一般利用

第5章 システム開発の生産性向上

第6章 コールセンターでの活用

第7章 社会インフラの維持・管理での活用

第8章 データサイエンティストによる活用

最終章

第9章 生成AIの未来

13
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2.2.2 国内お客様との協創事例（１）

生成AIに関するナレッジを活用し、お客様の成長の加速をサポート

2024年3月8日 ニュースリリース

14
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2.2.3 国内お客様との協創事例（２）

2024年2月16日 ニュースリリース

非構造化データを含む社内文書を知識DB化し、生成AI活用環境の構築をサポート

15
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2.3.1 社内活用の事例紹介（１）

投影のみ
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2.3.2 社内活用の事例紹介（２）

⚫バックエンドエンジニア間（L2～L4）の人的作業大幅削減（レス エスカレーション化）

⚫お客さまへの回答時間大幅短縮（お客さま体験価値の飛躍的向上、新規顧客獲得）

レス エスカレーションで回答時間短縮

お客さま要件にあった回答支援

過去事例の迅速な特定

原因特定、報告書作成

他社品連携、障害対策提案

レ
ス
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

問合せナレッジ

マニュアル

トラブルシュート

開発情報

構成情報

技術情報

AI

AI

AI

AI

17
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デモ映像
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2.3.3 グローバルでの生成AI活用事例

投影のみ
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投影のみ

2.4.1 エコシステム型での経済圏構築に向けて（1）
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2.4.2 エコシステム型での経済圏構築に向けて（2）

日立によるスタートアップ支援 これまで設立してきたCVCファンド

2019年6月

Hitachi Ventures

設立

日立製作所の研究開発による先端技術の開発と合わ

せ、スタートアップとの協創をイノベーションの軸と捉え、

その両輪を社会課題の解決やグローバルでの事業成長に

繋げるべく、CVCファンドを創設・活用している

第1号

分野 投資規模 時期

第2号

第3号

• インダストリアルAI/IoT

• データマネジメント/コンピュー

ティング

• デジタルヘルスケア

• ライフサイエンス

• 環境
- 気候変動対応

- 資源循環促進

• ヘルスケア
- 医療・医薬

• デジタル領域

(生成AI、Web3など)

150M＄

（13社）

150M$

（10社）

300M＄

（6社）

2019年12月

2021年10月

2023年4月

「生成AI」を”今後社会価値を生み出す領域”と捉え、投資を加速

Outside-inでのイノベーション探索・実行、生成AI領域への投資を加速

21
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2.5 コアコンピタンスとしてのデータ

多様且つ高品質なデータ

価値創造

データ信頼性確保

AI信頼性確保

多様且つ高品質なデータを信頼性高くあつかうことで価値を創造

標準化活動
への参画

DFFT
ホワイペーパーLLM

DFFT: Data Free Flow with Trust中西経団連会長(当時)IPA講演資料(2020年1月)より

22
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3.1.1 先端技術の社会実装に向けた成熟度レベル

技術・事業・制度・社会受容性・人財の5つの視点で整理

出典：戦略的イノベーション創造プログラム （SIP） (cao.go.jp)

24
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3.1.2 技術成熟度レベル

The State of Technology for the Deskless Workforce 2020 (emcap.com)

出典：Emergence

世界の労働者の80％がデスクレスワーカー
うち、75％がテクノロジーを活用、6割以上が現状に満足していない

フロントラインワーカーへの適用範囲拡大、フィールド設備の安全で高信頼な運用

IIFES2024にて出展

「話す機械」インタフェース

空気圧縮機
対話での保守点検

⚫Talkative Products

⚫エレベーター据え付け半自動化

エレベーターの据え付け位置調整

を半自動化、作業時間を従来比

30%低減

2024年3月7日ニュースリリース

25
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3.1.3 ビジネス成熟度レベル

価値起点での社会・産業（事業）の再定義、アーキテクチャの発想でデジタル化

社会インフラの

Operation Technology

製造業での蓄積

センサー・デバイス・ロボット
良質なデータ

健康医療、インフラ稼動データなど

IoTでの

先進性

産業構造

転換

・エネルギーソリューション ・オムニチャネル ・P2P決済 ・フィンテック ・シェアリング ・デジタルヘルス

・アグリゲータ ・モバイルペイメント ・自動走行 ・ウェアラブル・スマート生産・スマートシティ

“Society5.0” 良質なデータから課題解決の知恵創出・価値を社会実装

エネルギー環境
エネルギー環境

安心安全
まちづくり

地域の格差
移動弱者

生産性向上 少子高齢化

医療・介護

第2回/第7回

自動走行

第5回

建設

第1回

農業

第6回

知識集約型

スマートインフラ

インフラ・電力機器

パーソナライズ

製造・小売

決済サービス

金融

移動サービス

自動車

ヘルスケアサービス

医療機器・製薬

グローバルな

社会課題の

先取り

資本集約型

・コネクテッド

公共

第3回

2017年 第8回未来投資会議資料より 27

全産業で従来型システムから大変革・迅速に舵切し成長への投資を集中
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3.1.4 ガバナンス成熟度レベル（再掲）

OTに取り組む日立ならではのAI倫理原則を策定、ホワイトペーパーを社外に公開 (2021年)

説明可能AI
AI プロダクト
品質保証

トラスト
プライバシ保護

分散学習

AI倫理を支える技術群

社内での適用拡大・教育推進

AI倫理の教育と議論の推進

製品事業従事者を

含め、100名以上が

参加して議論

AI倫理の実践：

グローバル各極を含む研究開発グループ内で広く実施中
項目 実施事項

導入教育 新入社員への集合教育での座学

定着 職場討論による危険予知トレーニング

スクリーニング チェックリストによる研究テーマごとのリスク洗い出し

討議 特定の研究テーマに関してリスク・対応策の討議

行動基準 実践項目

1.
安全
重視 2.

プライバシー
保護

3.
公平性
実現

4.
適正開発・

利活用

5.
透明性・
説明責任

重視

6.
セキュリティ

重視

7.
法令遵守

1. 持続可能社会実現のために、
AIの開発、利活用を計画します

「計画」フェーズ

2. 人間中心の視点で、AIを社会
実装します

「社会実装」フェーズ

3. 提供価値が長期間にわたり持続
するよう、AIを維持管理します

「維持管理」フェーズ

28
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3.1.5 社会成熟度レベル

Electricity 2024 - Analysis and forecast to 2026 (windows.net)

出典：IEAレポート

2026年までにDC電力消費量は2022年比で2倍
460TWh(2022、世界需要の2％)⇒620～1,050TWh (2026) • 再生可能エネルギーの導入

• 広域電力取引の拡大

• 電力供給の信頼性向上

ニーズへの対応

高圧直流送電(HVDC)ソリューション

1,200MW/±320kV HVDC変換所の例

短～中期

長期 核融合技術への投資

AIの普及で膨らむ電力消費に対し、中長期でのソリューション開発と投資を推進

HVDC: High Voltage Direct Current
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3.1.6 人材成熟度レベル

米国に比べた低いAIリテラシーに対し、デジタルを活用したまちづくりで基本リテラシー向上

⚫利用経験者

米国 29.5% 日本 18.7%

⚫業務利用経験

米国 29.5% 日本 10.7%

未使用理由  「利用方法がわからない」

⚫生成AIをチャンスと考える人

米国は日本の約2倍

生成AI活用の現在地

2023年12月21日ニュースリリース

⚫日立市との共創プロジェクト

生成AIも活用しながら新たなアイデアを発想しサステナブルなまちづくり推進

GMOリサーチしらべ(2023年10月)
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4. おわりに

Common Platform GenAI/AI Hitachi experience x

AI適用による社内生産性・品質の向上

Engineering

R&D
Operation

Marketing

& Sales

Business

Support

& Admin

Services

2023年5月15日発表 売上拡大

AIトランスフォーメーションGenerative AIセンター

お客さまやパートナー

各事業部・
グループ会社

GlobalLogicや
日立ヴァンタラなど

シリコンバレーの

IT企業

日立デジタル
日立全社の
デジタル戦略

生成AI利活用ナレッジ

日立全社

Generative AIセンター

ナレッジや
ノウハウの
集約

すべての人が特性を理解し、ありたき姿に向けた課題を明確にすることが必要

全社横断イニシアチブによるナレッジの集約と展開
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